
甲南大学法科大学院入学試験問題について  

2 0 1 8 年 度 秋 入 学・ 2 0 1 9 年 度 春 入学  

一 般 入 学 試 験 （ A 日 程 ・ 7 月 8 日分 ）  

 

試験科目：憲法   

 

1 .  出題 趣旨  

 

≪第 １問 ≫  

憲 法 の 重 要 判 例 の 正 確 な 理 解 を 基 に し て 、 類 似 事 例 に つ い

て 、 共 通 点 と 相 違 点 に 留 意 し つ つ 、 考 察 で き る か ど う か を 問

う 問 題 で あ る 。 設 問 １ で 、 参 照 す べ き 最 高 裁 判 例 を 挙 げ 、 判

例 の 基 礎 知 識 を 示 す こ と 、 設 問 ２ で 類 似 事 案 に つ い て 検 討 す

るこ とを 求 めて いる 。  

本 問 で は 旭 川 学 力 テ ス ト 事 件 最 高 裁 判 決 （ 最 大 判 昭 和 ５ １

年 ５ 月 ２ １ 日 ） を 参 照 す る こ と に な る が 、 事 実 関 係 の 違 い が

大き いた め 、問 題文 で参 照 すべ き判 例を 明 示し てい る。  

 判 例 の 立 場 は 次 の 通 り で あ っ た 。 ① 普 通 教 育 の 教 師 の 教 授

の 自 由 は 一 定 範 囲 で 認 め ら れ る が 、 そ れ は 完 全 な 教 授 の 自 由

で は な い 。 ② 国 家 は 「 必 要 か つ 相 当 と 認 め ら れ る 範 囲 に お い

て、 教育 内 容に つい ても こ れを 決定 する 権 能を 有す る」。  

 以 上 を 前 提 に 、 本 問 事 実 に 基 づ い て 、 Ｘ 側 の 主 張 を 展 開 す

る こ と が 求 め ら れ る 。 具 体 的 に は 、 本 問 職 務 命 令 が 必 要 か つ

相 当 な 範 囲 を 超 え る と い う 主 張 を 、 本 問 事 実 に 基 づ い て 展 開

する こと に なる 。  

 

≪第 ２問 ≫  

 統 治分 野 の基 礎知 識を 問 う問 題で ある 。  

 

2 .  採点 実感  

 

 挙 げ る べ き 判 例 を 明 示 し た に も か か わ ら ず 、 判 例 の 趣 旨 を

再現 でき な い答 案が 多か っ た。  

 

3 .  学習 方法  

 

当 然 の こ と だ が 、 基 礎 知 識 を 身 に つ け る た め の 作 業 は 必 須

で あ る 。 特 に 、 法 曹 を 目 指 す 人 は 判 例 学 習 を お ろ そ か に す べ

き で は な い 。 判 例 は 、 判 決 等 の 論 理 だ け で な く 、 事 実 の 概 要

を踏 まえ て 分析 、理 解、 暗 記す る必 要が あ る  

 


